
最新情報は、http://www.microsoft.com/ja-jp/server-cloud/system-center/ をご覧ください。
※ Microsoft、 Active Director y、 ActiveSync、 BitLocker、 BranchCache、 Hyper-V、 SQL Ser ver、 Windows、 Windows Azure、 Windows Intune、 Windows Ser ver、 Windows Vista、 Ser ver ロゴ、 Windows ロゴ は
　  米国 Microsoft Corporation および、またはその関連会社の商標です。 
※ その他、記載されている会社名、製品名、ロゴ等は、各社の登録商標または商標です。 
※ 記載した情報は、 2012 年 12 月現在のものです。 
※ 製品の仕様は、予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

■インターネット ホームページ http://www.microsoft.com/japan/
■マイクロソフト カスタマー インフォメーションセンター (0120)-54-2244 （9:30～12:00、13:00～19:00 土日祝日、弊社指定休業日を除きます）

■マイクロソフト ボリュームライセンス コールセンター (0120)-737-565 （9:30～12:00、13:00～19:00 土日祝日、弊社指定休業日を除きます）

■マイクロソフト認定パートナー http://www.microsoft.com/japan/partners

1469-SE2

※ 電話番号のおかけ間違えにご注意ください。

ご購入に関するお問い合わせは、マイクロソフト認定パートナーへ

〒108-0075　東京都港区港南 2-16-3　品川グランドセントラルタワー

Microsoft System Center 2012 のクライアント管理ライセンス

システム要件

構成コンポーネント 構成コンポーネント 構成コンポーネント

※ 管理サーバーや SQL Server® Technology を導入するときにライセンスを追加購入する必要はありません。 
※ ソフトウェア アシュアランス (SA) 付きの既存のライセンスをお持ちのお客様は、追加料金なしで System Center 2012 にアップグレードできます。
※ サーバー OS の管理には、System Center 2012 サーバー マネジメント ライセンス (サーバー ML) が必要です。
※ Windows Intune のサブスクリプション ライセンスに Configuration Manager および Endpoint Protection のライセンスが含まれます。

Configuration Manager 
Virtual Machine Manager

Endpoint Protection Service Manager 
Operations Manager 

Data Protection Manager 
Orchestrator

マイクロソフトの
マルチデバイス管理ソリューション

多様化、高度化を続けるデバイス管理をスマートに。

Microsoft 
System Center 2012
Client Management Suite 

■ Microsoft System Center 2012 Configuration Manager SP1 サイトサーバー動作要件 (プライマリ サイト)

コンポーネント

OS

オペレーティング システム

Windows Server 2012 (Datacenter, Standard)
Windows Server 2008 R2 (Datacenter, Enterprise, Standard)
Windows Server 2008 SP2 (Datacenter, Enterprise, Standard)

データベース
SQL Server® 2012 (Enterprise, Standard)
SQL Server® 2008 R2 SP1 以降 (Datacenter, Enterprise, Standard)
SQL Server® 2008 SP2 以降 (Datacenter, Enterprise, Standard)

■ Microsoft System Center 2012 Configuration Manager SP1 クライアント動作要件
オペレーティング システム分類

Windows クライアント

オペレーティング システム

Windows 8 (Pro, Enterprise)
Windows 7 SP なし、または SP1 (Professional, Enterprise, Ultimate)
Windows Vista SP2 (Business, Enterprise, Ultimate)
Windows XP SP3 (Professional)

Red Hat Enterprise Linux (RHEL)
SUSE Linux Enterprise Server (SLES)
Solaris

Windows Embedded
Windows Thin PC
Windows Embedded POSReady 7
Windows Embedded Standard 7 with SP1 など

Windows サーバー
Windows Server 2012
Windows Server 2008 R2
Windows Server 2003 R2 など

Mac OS

Unix, Linux

Mac OS X 10.6 (Snow Leopard)
Mac OS X 10.7 (Lion)

SP1 対応版
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ワークスタイルや雇用形態の多様化により、管理する対象のデバイス数が急増しています。加えて、BYOD (個人所

有端末の業務利用) の浸透もあり、PC だけでなくスマートフォンやタブレットなど多種多様なデバイスが企業内

に混在しています。またセキュリティや BCP (事業継続性) の観点から仮想デスクトップという選択肢も存在します。

Microsoft® System Center 2012 Configuration Manager  は、物理 /仮想を問わずあらゆるデバイスにおける

ライフサイクルの一元管理を実現。デバイス管理にかかるコスト、IT 管理者の負荷の軽減とユーザーの生産性

向上に貢献します。

システム部門にとって負荷の高い作業の １ つである
PC のセットアップ作業の大部分を自動化します。

ハードウェア・ソフトウェアのシステム構成情報を自動収集して
データベース化。
PC の棚卸やライセンス管理に活用できます。

OS 自動展開

インベントリ管理

クライアント  エージェントの動作
状況をグラフで可視化。

社内に導入されているソフトウェアの
一覧レポート。

ハードウエア、ソフトウエアの各種レポートを自動作成。
●標準で 30 種、200 属性の詳細なハードウエア、ソフトウエア情報を自動収集。

●導入済みアプリケーションのインストール数の全社/部門別集計。

●メータリング機能により、アプリケーションの利用状況の把握も可能。

●SQL Reporting Service ベースのレポート。

・ブラウザからのレポートの閲覧。
・CSV、PDF などのフォーマットに自動エクスポート。

○ハードウェア
○オペレーティング システム
○ネットワーク設定
○導入済ソフトウェア

○ハードディスク上のファイル
○セキュリティ更新プログラム
○BitLocker 暗号化ステータス
○導入済み WinRT アプリ

自動収集される構成情報例

 特 徴 

効率のよい OS キッティング作業を実現。
●イメージ作成ツールによる容易な OS イメージの作成。
●OS イメージの自動メンテナンス (更新プログラムを OS イメージに直接適用)。
●ネットワークや CD/DVD、USB メディアからの OS 展開方法に対応。
●『タスク シーケンス』 機能により OS 展開プロセスを自動化。
●ユーザーのデータ移行をともなう Windows® XP から Windows® 7 および 

Windows 8 への移行を自動化 (USMT 連携)

●Windows To Go 環境の作成に対応 

○パーティションの作成 ・フォーマット
○OS イメージの適用
○デバイス ドライバのインストール
○ドメイン参加
○ホスト名や IP アドレスの設定

○アプリケーションのインストール
○ディスク暗号化 (BitLocker®)

○更新プログラムの適用
○コマンドライン、バッチファイルの実行
○ユーザー プロファイルの移行 (USMT)

タスク シーケンスで自動設定可能な項目例

 特 徴 

■こんな課題を解決します。
・OS マスター イメージの数が多く、メンテナンスが大変。
・PC の新規導入や故障 PC の OS 入れ替え時の手作業が多く時間がか
かる。

■こんな課題を解決します。
・社内のシステム構成情報を把握しレポートを作成したい。
・PC にインストールされているソフトウエアの導入、および利用状況
が把握できていない。

物理 /仮想環境を問わず、デスクトップやサーバー、
タブレット、スマートフォンまで、あらゆるデバイスの
ライフサイクルを一元管理。コスト削減と生産性向上を
同時に実現します。

直感的に操作できる GUI で、さまざまな処理
の自動化が可能。

メディアによる
オフライン展開

OS イメージの取得

ネットワークに
よる迅速な展開

展開状況の把握

タスク シーケンス

OS イメージ 
ファイル

標準構成の
マスター PC

展開状況のレポート

Windows TO Go の展開

ノート PC

タブレット  PC モバイル端末 Windows® Embedded Windows® To Go
(Windows® 8)

Linux / Unix

仮想デスクトップ (VDI)

サーバー デスクトップ PC

管理対象デバイス

Mac

OS 自動展開

インベントリ管理

ソフトウェア
配布・管理

更新プログラム管理

設定管理

リモート管理

電源管理

マルチデバイス管理

仮想デスクトップ
(VDI) 環境の管理

UniX/Linux の管理 

Mac OS の管理 

マルウェア対策

System Center 2012_12p_P2-3 w210mm × h297mm
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ワークスタイルや雇用形態の多様化により、管理する対象のデバイス数が急増しています。加えて、BYOD (個人所

有端末の業務利用) の浸透もあり、PC だけでなくスマートフォンやタブレットなど多種多様なデバイスが企業内

に混在しています。またセキュリティや BCP (事業継続性) の観点から仮想デスクトップという選択肢も存在します。

Microsoft® System Center 2012 Configuration Manager  は、物理 /仮想を問わずあらゆるデバイスにおける

ライフサイクルの一元管理を実現。デバイス管理にかかるコスト、IT 管理者の負荷の軽減とユーザーの生産性

向上に貢献します。

システム部門にとって負荷の高い作業の １ つである
PC のセットアップ作業の大部分を自動化します。

ハードウェア・ソフトウェアのシステム構成情報を自動収集して
データベース化。
PC の棚卸やライセンス管理に活用できます。

OS 自動展開

インベントリ管理

クライアント  エージェントの動作
状況をグラフで可視化。

社内に導入されているソフトウェアの
一覧レポート。

ハードウエア、ソフトウエアの各種レポートを自動作成。
●標準で 30 種、200 属性の詳細なハードウエア、ソフトウエア情報を自動収集。

●導入済みアプリケーションのインストール数の全社/部門別集計。

●メータリング機能により、アプリケーションの利用状況の把握も可能。

●SQL Reporting Service ベースのレポート。

・ブラウザからのレポートの閲覧。
・CSV、PDF などのフォーマットに自動エクスポート。

○ハードウェア
○オペレーティング システム
○ネットワーク設定
○導入済ソフトウェア

○ハードディスク上のファイル
○セキュリティ更新プログラム
○BitLocker 暗号化ステータス
○導入済み WinRT アプリ

自動収集される構成情報例

 特 徴 

効率のよい OS キッティング作業を実現。
●イメージ作成ツールによる容易な OS イメージの作成。
●OS イメージの自動メンテナンス (更新プログラムを OS イメージに直接適用)。
●ネットワークや CD/DVD、USB メディアからの OS 展開方法に対応。
●『タスク シーケンス』 機能により OS 展開プロセスを自動化。
●ユーザーのデータ移行をともなう Windows® XP から Windows® 7 および 

Windows 8 への移行を自動化 (USMT 連携)

●Windows To Go 環境の作成に対応 

○パーティションの作成 ・フォーマット
○OS イメージの適用
○デバイス ドライバのインストール
○ドメイン参加
○ホスト名や IP アドレスの設定

○アプリケーションのインストール
○ディスク暗号化 (BitLocker®)

○更新プログラムの適用
○コマンドライン、バッチファイルの実行
○ユーザー プロファイルの移行 (USMT)

タスク シーケンスで自動設定可能な項目例

 特 徴 

■こんな課題を解決します。
・OS マスター イメージの数が多く、メンテナンスが大変。
・PC の新規導入や故障 PC の OS 入れ替え時の手作業が多く時間がか
かる。

■こんな課題を解決します。
・社内のシステム構成情報を把握しレポートを作成したい。
・PC にインストールされているソフトウエアの導入、および利用状況
が把握できていない。

物理 /仮想環境を問わず、デスクトップやサーバー、
タブレット、スマートフォンまで、あらゆるデバイスの
ライフサイクルを一元管理。コスト削減と生産性向上を
同時に実現します。

直感的に操作できる GUI で、さまざまな処理
の自動化が可能。

メディアによる
オフライン展開

OS イメージの取得

ネットワークに
よる迅速な展開

展開状況の把握

タスク シーケンス

OS イメージ 
ファイル

標準構成の
マスター PC

展開状況のレポート

Windows TO Go の展開

ノート PC

タブレット  PC モバイル端末 Windows® Embedded Windows® To Go
(Windows® 8)

Linux / Unix

仮想デスクトップ (VDI)

サーバー デスクトップ PC

管理対象デバイス

Mac

OS 自動展開

インベントリ管理

ソフトウェア
配布・管理

更新プログラム管理

設定管理

リモート管理

電源管理

マルチデバイス管理

仮想デスクトップ
(VDI) 環境の管理

UniX/Linux の管理 

Mac OS の管理 

マルウェア対策

System Center 2012_12p_P2-3 w210mm × h297mm
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ユーザーごとに最適化されたアプリケーションを配布。
●ユーザーに対してローカル管理者権限を与えることなくソフトウエアのインス
トールが可能。
●管理者によって定められたスケジュールでの強制インストール、および利用者
が必要な時にインストールするプル型インストールのいずれにも対応。
●ハードディスクの空き容量や OS バージョン等、インストール前に前提条件
チェックを実施するなど、高度なインストールの自動化により、トラブルを未然
に防止。

●中継サーバー (配布ポイント) や BITS 配信、BranchCache® 連携など、分散
環境、およびネットワーク帯域を考慮した展開に対応。

●Microsoft® Application Virtualization (App-V) の配信にも対応。

○ユーザーごとにインストールが許可されたアプリケーションのみ表示。
○承認機能との連携による配信に対応。
○利用デバイスを自動で識別し、適切なアプリケーションの形式での展開が可能 

(メインで利用するデバイスには物理的にインストールし、一時的に利用してい
るデバイスであれば App-V (仮想アプリケーション) で配布するなど)

セルフサービス ポータルによるアプリケーション導入

 特 徴 

●タブレットの活用/普及により、変化し続けるデバイスの利用環境に対応。
●デバイスの利用場所に依存せず、必要な時にアプリのインストールを確実に
実施可能。

●Windows  AzureTM 上に配布サーバーを配置可能。
・インターネット経由で必要なカスタム業務アプリをダウンロード可能。
●利用するネットワーク回線に応じて、アプリのダウンロードを制御可能。
(従量制回線はアプリのダウンロードを禁止など)
●アプリ配布の失敗時には管理コンソール上にアラートで通知。

 特 徴 

ポータルを利用し、エンド ユーザーが必要な
ソフトウェアを即座にインストール可能。

ソフトウェア
配布・管理

ソフトウェアの新規導入やバージョンアップを効率よく実施。
ユーザーのセルフ インストールにより、どのデバイスからでも
ソフトウェアが利用可能になります。

■こんな課題を解決します。
・ソフトウェアの導入に人海戦術で対応しているため、時間とコスト
がかかっている。

・WAN を越えた拠点などに対しても、業務ネットワークへの負荷を
かけずにソフトウェアの展開をしたい。

■Windows 8 へのアプリ配布をフルサポート
・管理者による Windows 8 へのアプリ配布の集中管理を実現。
・企業内で作成された業務用のカスタム WinRT アプリの配布が可能 

(サイド ローディング)。
・Windows ストア上の Windows ストア アプリのリンクを配信可能。

社内外で使用するすべてのデバイスに Windows 8 アプリを迅速かつ確実に配布。

クライアントに対して更新プログラムを迅速、確実に配布、適用する
ことで、セキュアなクライアント環境を維持します。更新プログラム管理

クライアント構成の継続的な検査と、ポリシーに反する設定の自動
修復を実施し、全社レベルでセキュリティを強化します。設定管理

セキュリティ リスクの早期検出と改善を実行。
●セキュリティ ポリシーに反する設定変更を見つけて改善すると共に、標準構
成の徹底によりトラブル シューティングの簡略化を支援。

●レジストリ設定やファイル情報など、細かな設定の確認が可能。また意図しな
い設定の場合に自動修復することも可能。

●インポートしてすぐに使えるセキュリティ テンプレートを無償でダウンロー
ド可能。

●レジストリ設定やファイルの情報など、望ましい設定の PC の設定情報を利用
することで、ポリシーの作成を簡素化。
●端末固有の設定情報だけでなく、ユーザー プロファイル上の設定も利用可能。

 特 徴 

■こんな課題を解決します。
・ユーザーが利用している PC が適切な構成で使用されているかわ
からない。

的確な更新プログラムのチェックと展開を実現。
●カタログを使った精度の高い検出。
・Microsoft Update と同様の仕組みにより、管理者は  Windows、Microsoft® 

Office など更新プログラムの判別、および展開を容易に実施。
・DELL、 HP、Adobe から提供されているカタログで、ハードウェア/ソフトウェア 
の更新の適用状況を判別し、更新が適用されていない PC に対して強制イン
ストールが可能。

●柔軟な配布コントロール。
・サイレント インストール、複数の更新プログラムの連続インストール、再起動
の抑制など、更新プログラムの柔軟な配布設定が可能。

●すぐ使えるレポート機能。
・更新プログラムの適用状況や配布状況の確認を行うためのレポートを提供。

CSV 形式でのエクスポートも可能。
●検疫機構との統合。
・Windows Server® の NAP (Network Access Protection) 機能との連携により、
社内に接続するデバイスに常に最新の更新プログラムを適用可能。

●サーバーへの更新プログラム適用にも最適。
・更新プログラムのインストール可能期間を設定することで、サーバーの限ら
れたメンテナンス期間中に確実に更新プログラムを適用可能。

 特 徴 

■こんな課題を解決します。
・PC の更新プログラムの適用状況を正確に把握したい。

プライマリ サーバー

配布ポイント

配布ポイント

利用者

管理者

ソフトウェア

配布ジョブ

更新プログラム

適用ステータス

カタログ

Windows Azure 上の
配布ポイント

Microsoft Update サイト
ベンダーのサイト

サーバー

クライアント

更新プログラムの適用状況レポート。

Windows 
ストア アプリの
リンク配信

社外

カスタム業務
アプリの配布
（サイド ローディング）

カスタム業務
アプリの配布
（サイド ローディング）

カスタム業務アプリ

社内 PC

カスタム業務アプリの
配布イメージ

Windows ストア

配布ポイントSCCM 2012 SP1

インターネット 社内

Configuration 
Manager

データベース
報告

対象 PC

対象サーバー

監査項目の
設定

監査

修復分析

管理者

対象タブレット

テンプレートの
ダウンロード

設定の
エクスポート

インターネット 望ましい設定の PC

設定可能な監査項目例

Active Directory® スプリクト WMI XML SQL

ファイル ソフトウェア
更新 レジストリ MSI IIS
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ユーザーごとに最適化されたアプリケーションを配布。
●ユーザーに対してローカル管理者権限を与えることなくソフトウエアのインス
トールが可能。
●管理者によって定められたスケジュールでの強制インストール、および利用者
が必要な時にインストールするプル型インストールのいずれにも対応。
●ハードディスクの空き容量や OS バージョン等、インストール前に前提条件
チェックを実施するなど、高度なインストールの自動化により、トラブルを未然
に防止。

●中継サーバー (配布ポイント) や BITS 配信、BranchCache® 連携など、分散
環境、およびネットワーク帯域を考慮した展開に対応。

●Microsoft® Application Virtualization (App-V) の配信にも対応。

○ユーザーごとにインストールが許可されたアプリケーションのみ表示。
○承認機能との連携による配信に対応。
○利用デバイスを自動で識別し、適切なアプリケーションの形式での展開が可能 

(メインで利用するデバイスには物理的にインストールし、一時的に利用してい
るデバイスであれば App-V (仮想アプリケーション) で配布するなど)

セルフサービス ポータルによるアプリケーション導入

 特 徴 

●タブレットの活用/普及により、変化し続けるデバイスの利用環境に対応。
●デバイスの利用場所に依存せず、必要な時にアプリのインストールを確実に
実施可能。

●Windows  AzureTM 上に配布サーバーを配置可能。
・インターネット経由で必要なカスタム業務アプリをダウンロード可能。
●利用するネットワーク回線に応じて、アプリのダウンロードを制御可能。
(従量制回線はアプリのダウンロードを禁止など)
●アプリ配布の失敗時には管理コンソール上にアラートで通知。

 特 徴 

ポータルを利用し、エンド ユーザーが必要な
ソフトウェアを即座にインストール可能。

ソフトウェア
配布・管理

ソフトウェアの新規導入やバージョンアップを効率よく実施。
ユーザーのセルフ インストールにより、どのデバイスからでも
ソフトウェアが利用可能になります。

■こんな課題を解決します。
・ソフトウェアの導入に人海戦術で対応しているため、時間とコスト
がかかっている。

・WAN を越えた拠点などに対しても、業務ネットワークへの負荷を
かけずにソフトウェアの展開をしたい。

■Windows 8 へのアプリ配布をフルサポート
・管理者による Windows 8 へのアプリ配布の集中管理を実現。
・企業内で作成された業務用のカスタム WinRT アプリの配布が可能 

(サイド ローディング)。
・Windows ストア上の Windows ストア アプリのリンクを配信可能。

社内外で使用するすべてのデバイスに Windows 8 アプリを迅速かつ確実に配布。

クライアントに対して更新プログラムを迅速、確実に配布、適用する
ことで、セキュアなクライアント環境を維持します。更新プログラム管理

クライアント構成の継続的な検査と、ポリシーに反する設定の自動
修復を実施し、全社レベルでセキュリティを強化します。設定管理

セキュリティ リスクの早期検出と改善を実行。
●セキュリティ ポリシーに反する設定変更を見つけて改善すると共に、標準構
成の徹底によりトラブル シューティングの簡略化を支援。

●レジストリ設定やファイル情報など、細かな設定の確認が可能。また意図しな
い設定の場合に自動修復することも可能。

●インポートしてすぐに使えるセキュリティ テンプレートを無償でダウンロー
ド可能。

●レジストリ設定やファイルの情報など、望ましい設定の PC の設定情報を利用
することで、ポリシーの作成を簡素化。
●端末固有の設定情報だけでなく、ユーザー プロファイル上の設定も利用可能。

 特 徴 

■こんな課題を解決します。
・ユーザーが利用している PC が適切な構成で使用されているかわ
からない。

的確な更新プログラムのチェックと展開を実現。
●カタログを使った精度の高い検出。
・Microsoft Update と同様の仕組みにより、管理者は  Windows、Microsoft® 

Office など更新プログラムの判別、および展開を容易に実施。
・DELL、 HP、Adobe から提供されているカタログで、ハードウェア/ソフトウェア 
の更新の適用状況を判別し、更新が適用されていない PC に対して強制イン
ストールが可能。

●柔軟な配布コントロール。
・サイレント インストール、複数の更新プログラムの連続インストール、再起動
の抑制など、更新プログラムの柔軟な配布設定が可能。

●すぐ使えるレポート機能。
・更新プログラムの適用状況や配布状況の確認を行うためのレポートを提供。

CSV 形式でのエクスポートも可能。
●検疫機構との統合。
・Windows Server® の NAP (Network Access Protection) 機能との連携により、
社内に接続するデバイスに常に最新の更新プログラムを適用可能。

●サーバーへの更新プログラム適用にも最適。
・更新プログラムのインストール可能期間を設定することで、サーバーの限ら
れたメンテナンス期間中に確実に更新プログラムを適用可能。

 特 徴 

■こんな課題を解決します。
・PC の更新プログラムの適用状況を正確に把握したい。
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更新プログラム
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サーバー
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更新プログラムの適用状況レポート。
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カスタム業務
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（サイド ローディング）

カスタム業務
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カスタム業務アプリの
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修復分析

管理者
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テンプレートの
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設定の
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■こんな課題を解決します。
・使い慣れたツールで物理環境と同様に仮想化環境も管理したい。
・新しい仮想マシンの作成から展開までをスピーディに行いたい。

仮想デスクトップ （VDI） の管理に不可欠な管理機能を提供。
●Virtual Machine Manager により複数の Hyper-V® ホストや仮想マシンの
一元管理を実行。

●仮想マシンのテンプレート化やスクリプトを利用した自動展開、権限管理機能
を提供。

●Configuration Manager  では物理マシンと同様に、仮想デスクトップに
対する更新プログラムの管理やアプリケーションの配信、構成情報の収集など
の管理を、同一のツールで実現。

●Windows Thin PC や Windows Embedded など、仮想デスクトップへの
接続元となるデバイスの一元管理も可能

 特 徴 

スマートフォンやタブレット デバイスの管理機能を提供。
●Microsoft® Exchange ActiveSync® との連携により、Windows Phone、

iPhone、iPad、Android などの管理を実現。
●Exchange に接続したデバイスを自動で登録し、組織に接続しているデバイス
数や OS の分布などをレポート化。

●パスワード (PIN) 設定やカメラ機能の無効化など、セキュリティ設定の強制
適用を実施。

●万が一の盗難、紛失といったセキュリティ リスクを考慮し、リモート ワイプを
実施し、工場出荷状態にリセット。

●シンクライアントや POS 端末などの管理にも対応。
・Windows Embedded ベースの組み込み OS も管理可能。
・書き込みフィルターが有効化されているデバイスの更新にも対応。

 特 徴 

迅速な仮想デスクトップ環境の作成、複数仮想化ホストの
一元管理など、VDI の運用に欠かせない機能を提供します。

マルチ デバイス
管理

■こんな課題を解決します。
・モバイル デバイスを導入したいがセキュリティが心配だ。
・クライアント PC とモバイルデバイスを一元管理したい。
・シンクライアントも管理したい。

Windows Phone 、iPhone、 iPad 、Android などのスマートフォン、
タブレット デバイスや  Windows Embedded ベースの組み込み
デバイスの一元管理を実現します。

仮想デスクトップ
(VDI) 環境の管理

リモート接続による効率的なヘルプデスク作業を支援。
●エンドユーザーと画面を共有する対話型のリモート操作により、ヘルプデ
スク作業を効率化。

●UAC (ユーザー アカウント コントロール) が有効化された Windows 7 や 

Windows 8 などの OS に対して、管理者権限が必要な操作をリモートから
実行可能。

●マルチモニターを利用中の PC に対するリモート接続が可能。
●Intel vPro や Wake On LAN との連携で、電源が OFF になっている PC 

のリモートからの操作が可能。

■こんな課題を解決します。
・IT 管理者のいない拠点でのヘルプデスク作業を効率化したい。
・電源の入っていないクライアント PC のリモート対応を可能にしたい。

 特 徴 

PC へのリモート接続により、障害への迅速な対応と解決、
および移動時間とコストの節約ができます。

リモート管理

○Ctrl + Alt + Del キーの送信により、ロックやログオフ状態の PC への接続に対応。
○マルチモニター対応。
○ユーザー操作 (マウス、キーボード) のロック。
○ファイル転送 (コピー、ペーストのサポート)。
○セキュリティ ロール設定により、ヘルプデスク担当者などにリモコン機能
のみを利用させることが可能。

多彩なリモート ツール機能

PC の消費電力の可視化と電源設定の最適化を実施。
●業務時間内と業務時間外で異なる電源設定をそれぞれ最適化してデバイスに
適用することが可能。

●省エネルギーに貢献できる電源ポリシーの作成、ポリシーに反するデバイスの
自動修復が可能。

●企業内 PC における電力の使用状況と電力コストの削減効果を評価するため
のレポート作成が可能。

 特 徴 

企業全体のデバイスの消費電力を可視化し、省電力に役立つ最適な
電源ポリシーを適用することで電力コストを削減します。電源管理

■こんな課題を解決します。
・PC の電力消費を抑え、節電対策をしたい。
・節電対策を行いながら業務への影響を最小限に抑えたい。

・アプリケーション展開
・構成監査
・更新プログラムの適用

・仮想化デスクトップの展開　
・仮想化ホストの操作

仮想デスクトップ

Hyper-V 
仮想化ホスト

アプリケーション
や更新プログラム

ライブラリ

Windows Thin PC や
Windows Embedded などの
シンクライアント

遠隔地マシンに
トラブル シュートを実施

リモートから
電源 ON、OFF
BIOS 設定変更

ヘルプデスク担当者

ヘルプデスク担当者と一緒の画面を
操作することで解決までの時間を
短縮

ユーザー

接続履歴 (いつ、だれが、
どの PC に接続したか) 
をレポート可能

Intel vPro 対応 PC

管理対象 PC 管理対象 タブレット

電源関連項目の
情報収集 電源ポリシーの適用

電源関連項目の
一括設定

状態の可視化

Windows Phone7.5
iPhone,iPad
Android など

Windows® Thin PC
Windows Embedded などの
シンクライアントや POS 端末

ソフトウェア 定義ファイル

インベントリ

Exchange 
サーバー コネクタ

ポリシー適用、ワイプ指示

デバイス情報のレポート

SCCM 管理者

または
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■こんな課題を解決します。
・使い慣れたツールで物理環境と同様に仮想化環境も管理したい。
・新しい仮想マシンの作成から展開までをスピーディに行いたい。

仮想デスクトップ （VDI） の管理に不可欠な管理機能を提供。
●Virtual Machine Manager により複数の Hyper-V® ホストや仮想マシンの
一元管理を実行。

●仮想マシンのテンプレート化やスクリプトを利用した自動展開、権限管理機能
を提供。

●Configuration Manager  では物理マシンと同様に、仮想デスクトップに
対する更新プログラムの管理やアプリケーションの配信、構成情報の収集など
の管理を、同一のツールで実現。

●Windows Thin PC や Windows Embedded など、仮想デスクトップへの
接続元となるデバイスの一元管理も可能

 特 徴 

スマートフォンやタブレット デバイスの管理機能を提供。
●Microsoft® Exchange ActiveSync® との連携により、Windows Phone、

iPhone、iPad、Android などの管理を実現。
●Exchange に接続したデバイスを自動で登録し、組織に接続しているデバイス
数や OS の分布などをレポート化。

●パスワード (PIN) 設定やカメラ機能の無効化など、セキュリティ設定の強制
適用を実施。

●万が一の盗難、紛失といったセキュリティ リスクを考慮し、リモート ワイプを
実施し、工場出荷状態にリセット。

●シンクライアントや POS 端末などの管理にも対応。
・Windows Embedded ベースの組み込み OS も管理可能。
・書き込みフィルターが有効化されているデバイスの更新にも対応。

 特 徴 

迅速な仮想デスクトップ環境の作成、複数仮想化ホストの
一元管理など、VDI の運用に欠かせない機能を提供します。

マルチ デバイス
管理

■こんな課題を解決します。
・モバイル デバイスを導入したいがセキュリティが心配だ。
・クライアント PC とモバイルデバイスを一元管理したい。
・シンクライアントも管理したい。

Windows Phone 、iPhone、 iPad 、Android などのスマートフォン、
タブレット デバイスや  Windows Embedded ベースの組み込み
デバイスの一元管理を実現します。

仮想デスクトップ
(VDI) 環境の管理

リモート接続による効率的なヘルプデスク作業を支援。
●エンドユーザーと画面を共有する対話型のリモート操作により、ヘルプデ
スク作業を効率化。

●UAC (ユーザー アカウント コントロール) が有効化された Windows 7 や 

Windows 8 などの OS に対して、管理者権限が必要な操作をリモートから
実行可能。

●マルチモニターを利用中の PC に対するリモート接続が可能。
●Intel vPro や Wake On LAN との連携で、電源が OFF になっている PC 

のリモートからの操作が可能。

■こんな課題を解決します。
・IT 管理者のいない拠点でのヘルプデスク作業を効率化したい。
・電源の入っていないクライアント PC のリモート対応を可能にしたい。

 特 徴 

PC へのリモート接続により、障害への迅速な対応と解決、
および移動時間とコストの節約ができます。

リモート管理

○Ctrl + Alt + Del キーの送信により、ロックやログオフ状態の PC への接続に対応。
○マルチモニター対応。
○ユーザー操作 (マウス、キーボード) のロック。
○ファイル転送 (コピー、ペーストのサポート)。
○セキュリティ ロール設定により、ヘルプデスク担当者などにリモコン機能
のみを利用させることが可能。

多彩なリモート ツール機能

PC の消費電力の可視化と電源設定の最適化を実施。
●業務時間内と業務時間外で異なる電源設定をそれぞれ最適化してデバイスに
適用することが可能。

●省エネルギーに貢献できる電源ポリシーの作成、ポリシーに反するデバイスの
自動修復が可能。

●企業内 PC における電力の使用状況と電力コストの削減効果を評価するため
のレポート作成が可能。

 特 徴 

企業全体のデバイスの消費電力を可視化し、省電力に役立つ最適な
電源ポリシーを適用することで電力コストを削減します。電源管理

■こんな課題を解決します。
・PC の電力消費を抑え、節電対策をしたい。
・節電対策を行いながら業務への影響を最小限に抑えたい。

・アプリケーション展開
・構成監査
・更新プログラムの適用

・仮想化デスクトップの展開　
・仮想化ホストの操作

仮想デスクトップ

Hyper-V 
仮想化ホスト

アプリケーション
や更新プログラム

ライブラリ

Windows Thin PC や
Windows Embedded などの
シンクライアント

遠隔地マシンに
トラブル シュートを実施

リモートから
電源 ON、OFF
BIOS 設定変更

ヘルプデスク担当者

ヘルプデスク担当者と一緒の画面を
操作することで解決までの時間を
短縮

ユーザー

接続履歴 (いつ、だれが、
どの PC に接続したか) 
をレポート可能

Intel vPro 対応 PC

管理対象 PC 管理対象 タブレット

電源関連項目の
情報収集 電源ポリシーの適用

電源関連項目の
一括設定

状態の可視化

Windows Phone7.5
iPhone,iPad
Android など

Windows® Thin PC
Windows Embedded などの
シンクライアントや POS 端末

ソフトウェア 定義ファイル

インベントリ

Exchange 
サーバー コネクタ

ポリシー適用、ワイプ指示

デバイス情報のレポート

SCCM 管理者

または
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エンドポイントの保護を簡素化および強化。
●業界トップレベルのマルウェア検出テクノロジを使用して最新の脅威から
オペレーティング システムを保護。

●単一ツールでクライアント管理、およびセキュリティ対策を実現。
●サポートの一元化により問題クローズへの時間 (工数) を短縮。

 特 徴 

マルウェア対策

■こんな課題を解決します。
・セキュリティ管理と運用管理がばらばらになっている。
・問題発生時の切り分けが大きな負担になっている。

Unix/Linux の
管理 

Mac クライアントも Windows と共通の管理インフラで
一元管理。
●インベントリ収集
・ハードウェアやインストール済みソフトウェアなどの情報を自動収集。
●ソフトウェア配布
・ソフトウェアや更新プログラムの配信。
●設定の適用
・企業ポリシーに適合しているか継続したチェックの実施。
●インターネット経由での管理も可能
・持ち出して利用する Mac もインターネットを経由した管理が可能。
●Mac OS の検出
・Active Directory または ネットワーク上の Mac を探索。
●統合レポート
・Windows コンピューターと同様に、Mac OS のレポートも可能。

Unix、Linux、Windows を共通基盤で一元管理。
●インベントリ収集
・ハードウェアやインストール済みソフトウェアなどの情報を自動収集。
●ソフトウェア配布
・ソフトウェアや更新プログラムの配信。
●設定の適用
・企業ポリシーに適合しているか継続したチェックの実施。
●統合レポート
・Windows も Unix、Linux も単一のレポート機能で一元的に管理が可能。

■こんな課題を解決します。
・一部の部門が使用する Mac クライアントも一元管理したい。

 特 徴 

Mac クライアントも Windows 同様、ソフトウェア配布やイベントリ
収集、セキュリティ チェックなどが可能になります。

Mac OS の管理 

収集可能な項目例 (Mac OS)

管理対象  OS

 特 徴 

Windows サーバーと同一の管理方法で Unix/Linux サーバーを一元
管理し、業務を止めない確かな運用管理をサポートします。 

■こんな課題を解決します。
・オペレーティング  システムごとに管理手法が異なるため、管理
　負荷が高くなっている。

○プロセッサー
○コンピューター システム
○ディスク ドライブ
○ディスク パーティション
○ネットワーク アダプタ

○オペレーティング システム
○サービス
○プロセス
○インストール済みソフトウェア
○USB コントローラー

○USB ドライブ
○CDROM ドライブ
○ビデオ コントローラー
○デスクトップ モニター
○物理メモリー
○プリンター

管理対象 OS:  Mac OS X 10.6 (Snow Leopard) 、Mac OS X 10.7 (Lion)

Linux
○Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 
　(Version 4, Version 5, Version 6)
○SUSE Enterprise Server (SLES) 
　(Version 9, Version 10)

UNIX
○Solaris (Version 9, Version 10)

System Center 2012 Configuration Manager と統合された System 
Center 2012 Endpoint Protection で、セキュリティの管理と IT 管理を
一元化し、管理コストを削減します。

SCCM コンソールから各種設定の集中管理が可能

○SCEP エージェントの展開
・既存製品の削除も可能
○SCEP エージェントの管理
・ポリシー設定
・マルウェア検出時の動作

○定義ファイルの配信
○管理コンソールによる稼働状況の把握
○稼働状況の定期レポート

Mac や Linux のウイルス対策、スパイウェア対策も万全。
●リアルタイムのウイルス  スパイウェア対策、スケジューラ、定義ファイルの
更新などの機能を搭載。

●Windows デバイスと同一の操作性。

 特 徴 

マイクロソフトのセキュリティへの取り組み

○新たに発生した脅威への対応
新たなマルウェアなどの報告が上がるとすぐに、解析、およびセキュリ
ティ ソフトウェアの更新など必要な作業を行い、新たな脅威からユー
ザーを保護します。また、パートナーや研究者からの報告や、脅威観測
などを行い、新たな脅威によって実際の被害が発生する前に、対応でき
るような仕組みも備えています。

○脅威の研究や解析
日々寄せられる新たなマルウェアの報告や、動向観測、感染データなどを
基に、世界に発生している脅威を解析し、研究を行っています。こうした
研究結果は、セキュリティ インテリジェンス レポートなどを通じて発
表を行うことで、セキュリティに関する認知の向上に役立てています。

○セキュリティ製品やツールの提供
MMPC の研究や解析結果は、マイクロソフトのセキュリティ製品群と
サポート サービスに活かされています。また、悪意のあるソフトウェア
の削除ツール (MSRT) では、月例セキュリティ更新の日に更新版を公開
し、蔓延が見られる悪意のあるソフトウェアを新たに検出・駆除対象と
して追加しています。

SCCM 2012 管理コンソールから
Endpoint Protection の動作状況や
定義ファイルの更新状況などを確認

マルウェア感染や修復履歴など、SCCM 
2012 のレポートで可視化可能

System Center 2012 Endpoint Protection により、Windows だけでなく Mac や Linux などの
非 Windows 環境のマルウェア対策も可能です。

マルチ  プラットフォームに対応

ウィルス検知等のイベント

Microsft Update

設定情報

定義ファイル

Linux

Mac Mac Windows

ソフトウェア
 配布

インベントリ収集

ソフトウェア

Linux Unix Windows

ソフトウェア配布
インベントリ収集

ソフトウェア レポート

データセンター

アンチウイルス製品の
エンジンや定義ファイル
の提供

世界共通の取り組み 日本独自の取り組み 世界中の利用者

エンジン

ウイルス 解析センター
米国/アイルランド/日本

ウイルス 解析センター
日本

各国の専門機関
警察/インターポール等

経済産業省/総務省
Cyber Clean Center

• Microsoft Update
• Hotmail

• Defender
• Microsoft Security
  Essentials

MacWindows
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Windows クライアント
• Windows 8　• Windows Vista®

• Windows 7　• Windows XP

• Windows RT
• Windows Phone 8
• iOS (iPad, iPhone)

Windows サーバー
• Windows Server® 2012
• Windows Server® 2008 /2008 R2
• Windows Server® 2003 /2003 R2

• Mac OS

• Linux / Unix

• Windows Embedded

• Android

IT 管理者
SCCM の管理コンソールから
社内外に存在するマルチデバイスを
一元的に管理

Windows Intune と
管理ツール連携

System Center Configuration Manager と Windows Intune の
ハイブリッド構成例

Windows Intune で提供されるモバイル管理機能
■Windows  Intune により、 iPhone、 iPad、 Windows RT、 Windows Phone 8 などのスマート デバイスを直接管理可能 
　(Exchange ActiveSync を介さないデバイスの管理が可能)。

クラウドとオンプレミスの統合によるデバイス管理

■クラウド サービスのデバイス管理ツール、Windows IntuneTM との連携により、マルチデバイスへの対応がさらに広がります。
■社外で利用されるデバイスも、Windows Intune との連携により、System Center 2012 Configuration Manager で一元管理が可能です。

●ネットワークの負荷を軽減するために中継サーバーを配置するなど、分散環境を考慮したサーバー構成が可能。
●中央での集中コントロールや一部の権限を拠点の管理者に委任するなど、組織に合わせたサーバー配置にも対応。
●多言語対応により、海外拠点の PC も含めたグローバルでの管理が可能。
●数百台の小規模構成から、数万台以上の大規模構成まで、国内外の企業/官公庁において多数の導入実績。

System Center 2012 Configuration Manager サイト構成例と必要なライセンス

連携

社内サーバー設置型  (オンプレミス) のデバイス管理　 クラウド サービスのデバイス管理

○社内ネットワーク上のデバイスを管理
○サーバー設置が必要

○インターネット上のデバイスを管理
○サーバー設置が不要

インベントリの取得

ポリシー設定

ソフトウェア配布

リモート ワイプ

iOS Windows RT Windows Phone 8 Android Windows Phone 7

管理形態 Windows  Intune による管理 Exchange ActiveSync 連携による管理

• Windows Phone 7

管理対象デバイス　1,000台 (単一サイト )

管理対象デバイス　5,000台 (複数サイト )

必要なライセンス: System Center 2012 Configuration Manager × 1,000　　System Center 2012 Endpoint Protection × 1,000

必要なライセンス: System Center 2012 Configuration Manager × 5,000　　System Center 2012 Endpoint Protection 2012 × 5,000

本社
主管理者

管理対象 3,000台プライマリ サイト サーバープライマリ サイト 

国内拠点 A

管理対象 1,500 台

セカンダリ サイト
サーバー

セカンダリ 
サイト

国内拠点 B

管理対象 400 台

配布ポイント

海外拠点 C

管理対象 100 台

セカンダ リサイト
サーバー

主管理者

管理対象 950 台プライマリ サイト サーバー

拠点

管理対象 20 台

拠点

管理対象 20 台

拠点

管理対象 10 台

プライマリ サイト

System Center 2012 Configuration Manager の特徴

セカンダリ 
サイト
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最新情報は、http://www.microsoft.com/ja-jp/server-cloud/system-center/ をご覧ください。
※ Microsoft、 Active Director y、 ActiveSync、 BitLocker、 BranchCache、 Hyper-V、 SQL Ser ver、 Windows、 Windows Azure、 Windows Intune、 Windows Ser ver、 Windows Vista、 Ser ver ロゴ、 Windows ロゴ は
　  米国 Microsoft Corporation および、またはその関連会社の商標です。 
※ その他、記載されている会社名、製品名、ロゴ等は、各社の登録商標または商標です。 
※ 記載した情報は、 2012 年 12 月現在のものです。 
※ 製品の仕様は、予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

■インターネット ホームページ http://www.microsoft.com/japan/
■マイクロソフト カスタマー インフォメーションセンター (0120)-54-2244 （9:30～12:00、13:00～19:00 土日祝日、弊社指定休業日を除きます）

■マイクロソフト ボリュームライセンス コールセンター (0120)-737-565 （9:30～12:00、13:00～19:00 土日祝日、弊社指定休業日を除きます）

■マイクロソフト認定パートナー http://www.microsoft.com/japan/partners

1469-SE2

※ 電話番号のおかけ間違えにご注意ください。

ご購入に関するお問い合わせは、マイクロソフト認定パートナーへ

〒108-0075　東京都港区港南 2-16-3　品川グランドセントラルタワー

Microsoft System Center 2012 のクライアント管理ライセンス

システム要件

構成コンポーネント 構成コンポーネント 構成コンポーネント

※ 管理サーバーや SQL Server® Technology を導入するときにライセンスを追加購入する必要はありません。 
※ ソフトウェア アシュアランス (SA) 付きの既存のライセンスをお持ちのお客様は、追加料金なしで System Center 2012 にアップグレードできます。
※ サーバー OS の管理には、System Center 2012 サーバー マネジメント ライセンス (サーバー ML) が必要です。
※ Windows Intune のサブスクリプション ライセンスに Configuration Manager および Endpoint Protection のライセンスが含まれます。

Configuration Manager 
Virtual Machine Manager

Endpoint Protection Service Manager 
Operations Manager 

Data Protection Manager 
Orchestrator

マイクロソフトの
マルチデバイス管理ソリューション

多様化、高度化を続けるデバイス管理をスマートに。

Microsoft 
System Center 2012
Client Management Suite 

■ Microsoft System Center 2012 Configuration Manager SP1 サイトサーバー動作要件 (プライマリ サイト)

コンポーネント

OS

オペレーティング システム

Windows Server 2012 (Datacenter, Standard)
Windows Server 2008 R2 (Datacenter, Enterprise, Standard)
Windows Server 2008 SP2 (Datacenter, Enterprise, Standard)

データベース
SQL Server® 2012 (Enterprise, Standard)
SQL Server® 2008 R2 SP1 以降 (Datacenter, Enterprise, Standard)
SQL Server® 2008 SP2 以降 (Datacenter, Enterprise, Standard)

■ Microsoft System Center 2012 Configuration Manager SP1 クライアント動作要件
オペレーティング システム分類

Windows クライアント

オペレーティング システム

Windows 8 (Pro, Enterprise)
Windows 7 SP なし、または SP1 (Professional, Enterprise, Ultimate)
Windows Vista SP2 (Business, Enterprise, Ultimate)
Windows XP SP3 (Professional)

Red Hat Enterprise Linux (RHEL)
SUSE Linux Enterprise Server (SLES)
Solaris

Windows Embedded
Windows Thin PC
Windows Embedded POSReady 7
Windows Embedded Standard 7 with SP1 など

Windows サーバー
Windows Server 2012
Windows Server 2008 R2
Windows Server 2003 R2 など

Mac OS

Unix, Linux

Mac OS X 10.6 (Snow Leopard)
Mac OS X 10.7 (Lion)

SP1 対応版
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